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ユーロ圏金融政策（2023年6月）
7月の追加利上げを実質的に予告

2023年6月16日

インフレ見通しを上方修正、利上げ途上であることを強調

ECB（欧州中央銀行）は6月15日（現地）の理事会で市場予想通り0.25％ポイントの利上げを決定し、

中銀預金金利（銀行がECBに資金を預け入れる際の金利）を3.5％としました。昨年7月の利上げ開始から

8会合連続の利上げで、中銀預金金利は2001年以来の高水準に達しました。これまで同様、インフレがあ

まりにも長く、高過ぎるとの見通しに基づく決定です。また、ラガルド総裁は、基本観に大幅な変化がな

ければ、7月も利上げの可能性が非常に高いとし、次回7月の理事会での追加利上げを実質的に予告しまし

た。その後の方針については明言を避けましたが、利上げ途上であることを何度も強調しました。

今回は四半期に一度の経済見通しの公表回でした。声明文では、インフレ率が低下してきていることや、

金融引き締めが実体経済へ徐々に影響を及ぼしつつあることなど、ECBが意図する望ましい方向への変化

への記述がありましたが、経済見通しでは、労働コストの上振れを要因に2023年から2025年までのイン

フレ率を総じて上方修正しています。実質GDPは2022年10-12月期、2023年1-3月期とも前期比▲0.1%

で、軽微にせよ景気後退と定義される状況ですが、失業率は直近の4月で6.5%とユーロ発足来最低で、そ

れが2025年までを通じて更に低下するとの見通しです。

前日に米国が政策金利を据え置いたのとは対照的に、インフレへの警戒姿勢が根強いECBの利上げ打ち

止め時期は見通し難く、ユーロ圏の債券利回り、ユーロとも上昇して、この日の取引を終えました。

（出所）ブルームバーグ

※中銀預金金利は決定日ベース

（2020年初～2023年6月15日）

ユーロ圏の金利と為替ユーロ圏の消費者物価指数

（出所）リフィニティブ

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（2010年1月～2023年5月）（前年同月比、％） （％） （米ドル／ユーロ）
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